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独立行政法人
国立病院機構
八戸病院

八戸地域

R5.
7.1

150 0 0 0 150 0

(R5.7.2～R7.7.1の取組) 【診療科】
内科、神経内科、小児科、リハビリテー
ション科、循環器内科

【紹介元】
八戸市立市民病院、八戸赤十字病院、メ
ディカルコート八戸西病院

【紹介先】
八戸市立市民病院、八戸赤十字病院

【現状】
重症心身障害児（者）、脳卒中・神経難病リハビリテーション等
の医療を担っている。医師、看護師等が一体となった重症心身障
害児（者）医療の提供とともに、療育面の充実も図り、地域の
ニーズに答えている。

【未来像】
現在の病床利用率は、ほぼ１００％に近い状況であり、必要性が
充分に見込まれるため、機能及び病床数は現状を維持する。病棟
は平成２６年に建替を完了し、今後、外来管理治療棟の建替を検
討中である。

○

青森県立はま
なす医療療育
センター

八戸地域

R5.
7.1

82 0 0 42 40 0

(R5.7.2～R7.7.1の取組) 【診療科】
整形外科、小児科、リハビリテーション科

【紹介元】
八戸市立市民病院、青森労災病院

【紹介先】
八戸市立市民病院、青森労災病院

【現状】
現在、医療型障害児入所施設・療養介護（肢体不自由児・者）42
床（回復期）と医療型障害児入所施設・療養介護（重症心身障害
児・者）40床（慢性期）の2病棟（いずれも一般病棟10：1障害者
施設等入院基本料）としている。小児リハビリテーションを中心
に小児整形外科疾患や障害児の小児科治療を行っている。

【未来像】
児童相談所等の関係機関や医療機関と連携をし、更に障害者福祉
施設等と連携を図りながら障害児（者）への治療と支援を充実さ
せていく。

○

八戸城北病院 八戸地域

R5.
7.1

100 0 0 60 40 0

(R5.7.2～R7.7.1の取組) 【診療科】
内科、消化器内科、呼吸器内科、外科、肛
門外科、リハビリテーション科

【紹介元】
八戸市立市民病院、八戸赤十字病院、青森
労災病院

【紹介先】
八戸市立市民病院、八戸赤十字病院、青森
労災病院

【現状】
現在、地域一般入院料３：60床、療養病棟入院基本料１：40床の
届出をしている。急性期病院からの紹介患者や、福祉施設から医
療が必要になった病状の患者層が多く、がん末期の緩和治療目
的、脳梗塞やADL低下の入院患者が中心となっている。

【未来像】
現状では未来像を模索している段階である。今後は地域の他の医
療機関の動向等を見ながら行政とも相談していきたい。

○

その他の医療機関（病院）の具体的対応方針（令和５年度病院プロフィールシートの記載内容を基に県が作成）

構想区域

調整中
見直し
なし

転換

医療機能別病床数

病　院　名

対応方針の検証状況
（R5.7.2～R7.7.1の取組）

再編
・
統合

減床
現状・未来像

診療科・
主な紹介元/紹介先
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R7.
7.1 90 0 0 42 48 0

R7.
7.1 123 0 0 84 39 0

R7.
7.1 139 0 0 60 79 0

R7.
7.1 50 0 0 0 50 0

岸原病院 八戸地域

R5.
7.1

90 0 0 42 48 0

(R5.7.2～R7.7.1の取組) 【診療科】
内科、消化器科、循環器科、呼吸器科、神
経内科、リハビリテーション科

【紹介元】
八戸市立市民病院、八戸赤十字病院、南郷
診療所

【紹介先】
八戸市立市民病院、八戸赤十字病院、ハー
トセンタークリニック

【現状】
現在２病棟あり、一般病床は地域包括ケア病棟入院料２：４２
床、療養病床は療養病棟入院料１：４８床で報告している。一般
病床では地域の急性期病院からの患者や在宅・施設等で療養して
いる患者さんの急性憎悪時の受入をしており、療養病床では急性
期・回復期経過後も医療的管理・処置の必要な患者や難病等に対
応している。

【未来像】
現状では病床数の見直しや施設等への転換の予定はない。

○

総合リハビリ
美保野病院

八戸地域

R5.
7.1

123 0 0 84 39 0

(R5.7.2～R7.7.1の取組) 【診療科】
内科、整形外科、リハビリテーション科、
神経科、歯科

【紹介元】
八戸市立市民病院、八戸赤十字病院、青森
労災病院

【紹介先】
八戸市立市民病院、八戸赤十字病院、青森
労災病院

【現状】
リハビリテーションを中心とした回復期の患者の受け入れ入院か
ら、在宅に戻ってからの外来通院リハビリの他、訪問看護による
訪問リハビリ、通所リハビリ、通所介護等患者にあったサービス
提供ができる体制を有している。

【未来像】
令和６年３月末に、介護療養型医療施設（慢性期39床）を医療療
養病床に転換する予定で、その後については、慢性期から回復期
へ転換することも含め検討している。
病床数は稼働率を維持できていることから見直しは検討していな
い。

○

みちのく記念
病院

八戸地域

R5.
7.1

139 0 0 60 79 0

(R5.7.2～R7.7.1の取組) 【診療科】
内科、呼吸器内科、消化器内科、血液内
科、循環器内科、リハビリテーション科、
精神科

【紹介元】
八戸市立市民病院、八戸赤十字病院、青森
労災病院

【紹介先】
八戸市立市民病院、八戸赤十字病院、青森
労災病院

【現状】
一般病床60床を回復期、療養病床79床を慢性期としている。地域
に密着した医療と介護の融合を目指し、在宅や介護施設、病院か
らの患者を受け入れ、ご本人、ご家族様の希望に沿い、地域にね
ざした支援に力を入れている。

【未来像】
訪問診療や看取りについて、将来的に対応できるようにしたい。○

医療法人於本
病院

八戸地域

R5.
7.1

50 0 0 0 50 0

(R5.7.2～R7.7.1の取組) 【診療科】
内科、神経内科、呼吸器内科、消化器内
科、循環器内科

【紹介元】
八戸市立市民病院、八戸西病院、東八戸病
院

【紹介先】
八戸市立市民病院、八戸赤十字病院、青森
労災病院

【現状】
医療療養型病院（20：1）としている。慢性期の患者を主に受け
入れている。高齢者施設・障害者施設、自宅への訪問診療は、訪
問看護事業所と連携し、24時間体制で行っている。

【未来像】
今後も入院治療及び、在宅療養支援を中心に、地域に密着した慢
性期の医療機関として機能していく。○
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R7.
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R7.
7.1 0 0 0 0 0 0

R7.
7.1 18 0 0 0 18 0

R7.
7.1 42 0 0 0 42 0

圭仁会病院 八戸地域

R5.
7.1

45 0 0 0 45 0

(R5.7.2～R7.7.1の取組) 【診療科】
内科

【紹介元】
八戸西病院、八戸市立市民病院、八戸赤十
字病院

【紹介先】
八戸市立市民病院、八戸赤十字病院

【現状】
現在１病棟（療養病棟２０対１入院基本料）を慢性期として報告
している。医療療養病床で脳疾患後遺症、心疾患および肺炎に罹
患した慢性期の患者を主に受け入れている。

【未来像】
現時点での病床機能、病床規模の見直しは考えていない。

○

医療法人仁桂
会佐々木泌尿
器科病院

八戸地域

R5.
7.1

44 0 0 0 44 0

(R5.7.2～R7.7.1の取組) 【診療科】
泌尿器科、内科、外科、肛門科

【紹介元】
八戸市立市民病院、八戸赤十字病院、青森
労災病院

【紹介先】
八戸市立市民病院、八戸赤十字病院、青森
労災病院

【現状】
要介護の血液透析患者を受け入れている。泌尿器科専門病院とし
て、開業の先生方との病診連携、より高度な医療機能を有する病
院との連携、介護施設との連携に力を入れている。

【未来像】
慢性期４４床、全床廃止予定としている。

慢▲44

石田温泉病院 八戸地域

R5.
7.1

60 0 0 0 60 0

(R5.7.2～R7.7.1の取組) 【診療科】
内科、消化器内科、循環器内科、呼吸器内
科、神経内科、小児科、放射線科、
リハビリテーション科

【紹介元】
おいらせ病院、八戸西病院、八戸赤十字病
院

【紹介先】
おいらせ病院、八戸赤十字病院、八戸市立
市民病院

【現状】
現在１病棟６０床すべてを慢性期として報告している。
　医療保険１０床：療養病棟入院基本料１
　介護保険５０床：介護療養型医療施設（療養機能強化型Ａ）
外来部門での訪問診療、訪問看護を実施しているが、ご家族の介
護力が不足している患者も多く、地域の介護サービス事業所との
連携により在宅復帰を進めている。

【未来像】
慢性期42床について、今年度中に介護医療院への転換を計画して
いる。

慢▲42

内科種市病院 八戸地域

R5.
7.1

42 0 0 0 42 0

(R5.7.2～R7.7.1の取組) 【診療科】
内科、消化器内科

【紹介元】
八戸市立市民病院、青南病院、八戸赤十字
病院

【紹介先】
八戸市立市民病院、八戸赤十字病院、青南
病院

【現状】
慢性期医療の機能をもち遷延性意識障害、神経難病、気管切開後
等、医療的な処置が必要な方の長期療養の機能、末期がん患者、
末期心不全及び老衰等終末期の方の緩和ケア及びターミナルケア
いわゆる看取りを行う機能、うっ血性心不全、誤嚥性肺炎や尿路
感染症等の高齢者に特有の老年期疾患に対する高齢者治療病床と
しての機能の3つの機能を主機能として有している。

【未来像】
往診、訪問診療等、在宅医療機能の拡充を図っている。

○


